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　　市　の　人　口

（昭和60年12月１日現在）

　52,765世帯（前月比92世帯増）

　165,518人（前月比223人増）

　82,137人

　83,381人

世帯数

人　口

　　男

　　女
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１

月

▽
昨
秋
開
館
の
宇
治
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
成
人
式
を

　
開
催
。

▽
火
災
が
多
発
す
る
。
（
過
去
十
年
間
で
最
高
）
。

　
２
　
月

▽
京
滋
バ
イ
パ
ス
建
設
工
事
で
宇
治
川
橋
下
部
工
事
始
ま

　
る
。

　
３
　
月

▽
市
民
課
で
漢
字
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
住
民
記
録
シ
ス
テ

　
ム
が
稼
働
。

▽
市
内
で
空
き
家
、
留
守
宅
の
不
審
火
が
続
発
。

　
４
　
月

▽
内
職
セ
ン
タ
ー
（
木
幡
南
山
）
が
新
築
完
成
。

▽
西
小
倉
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
ｆ
ｆ
ｉ
ｆ

▽
中
国
浹
西
省
・
咸
陽
市
の
市
長
ら
が
表
敬
訪
問
。

▽
善
法
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
善
法
）
が
開
館
。

▽
（
仮
称
）
産
業
会
館
基
本
設
計
ま
と
ま
る
。

▽
第
4
3
回
国
民
体
育
大
会
宇
治
市
基
本
計
画
を
策
定
。

▽
宇
治
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
発
罵

▽
宇
治
市
行
政
改
革
審
議
会
が
発
罵

▽
大
久
保
駅
周
辺
地
区
整
備
計
画
案
モ
デ
ル
計
画
ま
と
ま

　
る
。

　
８
　
月

▽
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
が
最
終
答
申
。

▽
ス
リ
ラ
ン
カ
国
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
長
が
来
宇
。

　
９
　
月

▽
府
総
合
防
災
訓
練
か
太
陽
が
丘
で
、
約
4
0
0
0
人
の

　
参
加
で
行
わ
れ
る
。

▽
宇
治
二
子
塚
古
墳
で
府
下
で
初
め
て
の
二
重
周
濠
が
発

　
見
さ
れ
る
。

　
1
0
　
月

▽
第
3
8
回
関
西
茶
品
評
会
が
開
催

▽
（
仮
称
）
広
野
公
民
館
（
広
野
町
寺
山
）
建
設
工
事
始

　
１
１
月

▽
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
長
来
宇
。
公
式
会
談
で
友
好
都
市
提

　
携
に
合
意
す
る
。

　
1
2
　
月

▽
岡
本
遺
跡
（
五
ヶ
庄
日
皆
田
）
で
、
七
世
紀
末
の
寺
院

　
跡
を
発
易
岡
本
廃
寺
と
命
烏

▽
城
南
衛
生
管
理
組
合
第
二
清
掃
工
場
（
仮
称
折
居
清
掃

　
工
場
）
火
入
れ
式
。

▽
第
4
3
回
国
民
体
育
大
会
宇
治
市
実
行
委
員
会
発
罵

533

　
宇
治
市
政

1
2
ヵ
月
の
歩
み

よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い

住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
へ

'85宇治この1年

★
6
1
年
度
版
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
★

掲
載
写
真
を
募
集

問合せ広報課（電話223141）
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消
費
者
コ
ー
ナ
ー
　

　
市
で
は
、
消
費
牛
居
モ
ニ
タ

ー
の
協
力
で
、
消
費
者
の
実
態

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
。
消
費
者
行
政
や
洗
剤
、

食
生
活
、
訪
問
販
売
な
ど
に
関

し
て
お
尋
ね
し
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
芦
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
対
象
は
四
百
八
十
六
の

市
民
の
皆
さ
ん
で
、
四
百
六
十

乍
人
か
ら
回
収
。
回
収
率
は
九

七
・
二
九
％
で
し
た
。

　
回
答
者
の
年
齢
層
で
は
、
三

十
歳
代
が
五
七
・
八
％
、
次
い

で
四
十
歳
代
の
二
丁
二
％
、

以
下
二
十
歳
代
、
五
十
歳
代
、

六
十
歳
代
。
性
別
で
は
九
六
。

一
％
が
女
性
。
職
業
で
は
主
婦

が
七
〇
・
七
％
で
し
た
。

　
調
査
結
果
の
中
か
ら
洗
剤
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

べ
石
け
ん
の
使
用
が
伸
び
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
理
由

は
、
合
成
洗
剤
の
使
用
者
で
は

　
「
汚
れ
落
ち
が
良
い
」
三
八
％
、

　
「
手
間
が
か
か
ら
な
い
」
二
七

・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
「
い

た
だ
き
も
の
」
と
い
う
消
極
的

な
理
由
が
一
九
・
六
％
。

学
習
会
で
、
比
較
洗
濯
実
習
を

実
施
し
ま
し
た
。
洗
濯
機
や
汚

れ
も
の
な
ど
を
同
一
条
件
に
し

た
比
較
で
は
、
だ
れ
の
目
に
も

石
け
ん
の
方
が
汚
れ
落
ち
が
良

く
、
更
に
す
す
が
や
泡
切
れ
も

手
間
が
か
か
ら
な
い
と
い
ラ
結

果
が
出
ま
し
た
。

消
費
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

　
増
え
る
”
石
け
ん
”
使
用

　
合
成
洗
剤
が

　
や
は
り
多
数
派

　
洗
濯
の
使
用
洗
剤
に
つ
い
て

尋
ね
ま
し
た
。
合
成
洗
剤
が
六

三
り
（
昨
年
度
七
〇
・
七
％
）
、

百
兄
が
三
六
・
一
石
（
同
二

九
・
三
％
）
で
、
昨
年
度
に
比

　
石
け
ん
の
使
用
者
で
は
「
環

境
汚
染
が
少
な
い
」
四
五
・
四

％
、
「
人
体
へ
の
害
が
少
な
い
」

四
〇
・
七
§
で
し
た
。

　
比
較
実
習
で

　
優
れ
た
石
け
ん

　
な
お
、
消
費
牛
吝
モ
ニ
タ
ー

年
末
・
年
始
　
市
の
業
務
は
休
み
に

　
　
　
急
患
は
休
日
急
病
診
療
所
へ

　
お
正
月
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
年
末
年
始
は
、
市
役
所
を
は
じ
め
、
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
が
休
み
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
、
急
病
人
が
出
た
り
、
水
道
管

が
破
裂
し
た
ら
大
変
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
と
き
の
対
策
な
ど
、
年
末

年
始
の
市
の
業
務
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
の
一
般
業
務

　
2
8
日
ま
で
で
す

　
市
９
院
の
仕
事
納
め
は
十
二
月

二
十
八
日
出
、
新
年
の
仕
事
始
め

は
一
月
四
日
出
で
す
。
二
十
九
日

か
ら
三
日
ま
で
、
市
の
一
般
業
務

は
休
み
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
出
生
届
や
、
婚
姻
届
、

死
亡
届
な
芦
緊
急
の
ご
用
の
際
は
、

本
庁
（
警
備
員
室
）
で
受
廿
付
け

て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
市
役
所
（
豊
⑩
3
1

4
1
）
へ
。
ま
た
、
会
計
課
の
支

払
い
も
二
十
八
日
ま
で
。

　
市
役
所
連
絡
所

　
市
内
八
ヵ
所
の
商
店
の
ご
協
力

で
開
設
し
て
い
る
市
役
所
連
絡
所

は
、
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
一
月

五
日
ま
で
休
み
二
八
日
か
ら
取
り

扱
い
を
始
め
ま
す
。

　
年
内
に
住
首
座
芦
ぷ
必
要
な

人
は
、
連
絡
所
へ
は
十
二
月
二
十

六
日
の
午
前
中
ま
で
に
、
市
民
課

へ
は
、
十
二
月
二
十
七
日
の
午
前

十
一
時
半
ま
で
に
申
請
し
て
ぐ
だ

さ
い
。

　
な
お
、
小
倉
町
の
「
カ
メ
ラ
の

う
さ
ぎ
堂
」
と
横
島
町
の
「
あ
た

り
や
」
は
、
二
十
七
Ｂ
が
定
休
日

で
す
の
で
、
申
請
は
二
十
五
日
の

午
前
中
ま
で
に
。
　
吊
民
課
）

　
　
休
日
急
病
診
療
所

　
宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
は
、

年
末
Ｗ
忌
日
か
ら
年
始
１
月
３

日
ま
で
開
路
示
す
。
急
病
の
時
は

ぜ
ひ
ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。
診
療
を

受
け
る
人
は
、
「
健
康
保
険
証
」

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
診
療
科
目
と
診
療
日
・
・
・
内
科
・

　
合
成
洗
剤
で
は
、
何
と
な
ぐ

薄
い
、
灰
色
に
く
す
ん
だ
よ
ｙ
つ

な
洗
い
上
が
り
で
し
た
。
こ
れ

は
、
合
成
洗
剤
が
汚
れ
を
落
と

す
よ
り
も
、
蛍
光
増
白
剤
で
白

く
見
せ
る
た
め
と
言
え
未
了
。

　
こ
シ
し
た
洗
濯
実
習
の
結
果

か
ら
、
環
境
学
徐
へ
の
影
響

　
小
児
科
＝
1
2
月
2
9
日
と
1
2
月
3
1

　
～
１
月
３
日
。
歯
科
＝
1
2
月
2
9

　
日
～
１
月
３
日
。

　
な
お
、
1
2
月
2
2
日
面
と
１
月
５

　
日
間
も
平
常
通
り
開
き
ホ
す
。

▼
受
付
時
間
・
・
・
午
前
９
時
5
0
分
～

　
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
半
。

▼
診
療
時
間
・
：
午
前
1
0
時
～
正
午

　
と
午
後
１
時
～
５
時

▼
所
在
地
・
：
牢
治
下
居
1
3
の
２
（

　
宇
治
市
役
所
向
か
い
側
・
公
⑩

　
4
6
3
0
）
。
・

　
各
種
施
設
の

　
　
　
　
休
館
日

　
〈
総
合
福
祉
会
館
〉

　
年
内
は
二
十
五
日
ま
で
開
館
。

十
二
月
二
十
七
日
か
ら
一
月
四
日

ま
で
年
末
年
始
の
休
館
日
。
一
月

六
日
囲
と
九
日
閑
な
べ
月
・
木

曜
日
・
祝
日
は
定
例
休
館
日
。

　
〈
宇
治
市
文
化
会
館
・
中
央
図
書

館
〉

　
年
内
は
二
十
七
日
ま
で
開
館
。

十
二
月
二
十
八
日
か
ら
一
月
三
日

と
と
も
に
、
汚
れ
落
ち
や
手
間

に
つ
い
て
も
、
石
け
ん
を
見
直

す
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
合
成
洗
剤
の
使
用
に
よ
る
皮

膚
障
害
は
四
三
・
七
％
の
人
が

経
験
。
合
成
洗
剤
の
使
用
者
が

少
な
ぐ
な
っ
た
と
い
ラ
も
の
の
、

前
述
の
様
に
使
用
者
は
六
三
％

で
、
皮
膚
障
害
が
あ
り
な
が
ら

使
い
続
け
て
い
る
人
が
多
い
と

い
え
毒
了
。

　
そ
し
て
、
合
成
洗
剤
の
人
体

ま
で
年
末
年
始
の
休
館
日
。
一
月

六
日
側
は
休
館
弓

　
（
各
公
民
館
〉

　
中
央
公
民
館
、
宇
治
・
木
幡
・

小
倉
各
公
民
館
と
も
、
年
内
は
二

十
七
目
ま
で
開
館
。
十
二
月
二
十

八
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
年
末
年

始
の
休
館
日
。
◇
一
月
六
日
囲
―

中
央
公
民
館
の
定
例
休
館
日
◇
一

月
五
日
⑧
土
落
・
木
幡
・
小
倉

各
公
民
館
の
休
館
日
。

　
〈
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
〉

　
年
内
は
二
十
七
日
ま
で
開
館
。

十
二
月
二
十
八
日
か
ら
一
月
三
日

ま
で
年
末
年
始
の
休
館
日
。

水道管凍結にご注意

破裂したら休日当番店へ

涯

や
環
境
に
対
す
る
不
安
は
五
六

・
三
％
の
人
が
感
じ
て
い
未
了
。

こ
シ
レ
た
人
が
、
実
際
に
石
け

ん
へ
切
昨
替
え
て
行
く
の
で
し

　
テ
レ
ビ
コ
了
‐
シ
ャ
ル
な
ど

の
ム
ー
ド
だ
け
で
な
ぐ
、
こ
の

ア
ン
ヶ
’
・
‐
ト
や
比
較
実
習
の
結

果
か
ら
、
石
け
ん
の
僚
れ
た
面

や
良
さ
を
見
直
し
た
い
も
の
で

す
。
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

▲消費生活モニターの洗濯実

　習（60年９月９日）

こ
れ
か
ら
か
冬
本
番
で
す
。

　
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、
水

道
管
の
破
損
や
凍
結
な
ど
の
故
障

が
生
じ
た
時
に
は
、
下
表
の
と
お

り
公
認
業
者
が
順
番
に
当
た
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
近
ぐ
の
業
者
に

直
接
連
絡
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
水
道
管
の
凍
結
に
よ
る
破
損
事

故
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
家
庭

Ｖ
も
屋
外
に
出
て
い
る
管
に
は
、

早
め
に
保
温
材
盈
賀
将
け
ま
し

ょ
う
。
布
や
市
販
の
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
盈
警
付
け
、
そ
の
上
か
ら

　
こ
の
冬
m
康
で
過
９
走

め
に
次
の
こ
と
に
心
掛
け
ま
し

Ｏ
規
則
正
し
い
牛
活
・
・
・
過
労
を

　
避
け
、
十
分
な
睡
眠
衆
と
る
。

○
体
力
づ
く
り
・
：
栄
養
の
バ
ラ

　
ン
ス
が
と
れ
た
食
事
か
ず
る
。

　
運
動
か
日
常
生
活
に
取
り
入

　
れ
る
。

○
体
の
保
温
・
・
・
衣
服
、
寝
具
を

　
清
潔
に
。
暖
房
中
は
換
気
、

お買物のめやす　
消費者物価20（12
月分）

公認業者当番表

　この公表価格は, 12月初めに実施した消費者モニタ

-店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　名 規　　格 平均
価格

価f5状況 裴 訟封前月比 封前年比

灯　　油
18f店頭 1,242▲5.1▲12.7 1.3001.150

18*配建 1,291▲5.4▲12.5 1.3601,200

ガソリン
レギュラー1亡現金
売り 141 2.2▲4.1 145 135

ティッシュ

　ペーノ4－

400枚入りI箱

｛クリネッダス･又コッテイ) 149▲2.6▲0.7 168 118

台所用
　　ラップ

サランラップ
30cmX 20 m 222 ０ 1.4 238 178

アル
ヽイル 25cmX8m 161A 0.6▲5.8 180 110

シャンプー 液体ポリ容S220CC
花王エッセンシャル 230 ０▲1.3 230 225

洗濯用
　粉石けん 2.4kg 865▲1.0▲3.7 970 650

牛　　肉
すき焼用
中程度100g 341▲1.4▲5.0 500 240

S. 5け 切り身100g 350 2.0 9.0 458 165

バレイショ 男爵io〕g 20 ０ 11.1 38 12

キャベツ中玉約lkg 129
▲24.1 40.2 178 &〕

鶏　　卵
Ｍサイズパック入
10個 237 3.5 16.2 255 198

食用油
日清サラダ油瓶入
1.650g 715 2.1A 2.5 800 630

しよう油キッコーマン濃口瓶入2 I 534▲3.4
Ａ 1.8 598 456

砂　　糖上白Us 258 ０▲0.4 278 218

小麦粉 日清小麦粉フラワーug 薄力粉） 210 0.5 1.9 238 188

インスタント
　コーヒー ネスカフェ黒ラベル

瓶入150 g
1.052▲0.7 8.81.098 935

み　　そタヶヤミソlk≪337 4.3 6.3 358 275

食''ン
普通品1斤
(スライスしたもの) 160 ０ ０ 170 120

洗il代 ワイシャツ白の艮そで 156 ０ 12.2 250 120

534

月　日 東地区 中地区 酉地区 笠取地区

12/29 池田工業所
　32－2680夜32－5752

照喜名工業所
　22－3661夜21－2553

㈲木下工業所

　21－2689

笠
取
地
区
に
つ
い
て
は
東
地
区
と
同
じ

12/30
松林工業㈲

　32－6468

森田水道工業所

　21－3429

大川設備

　23－6275

12/31 ㈱新下工業
　22－0946京611－2275

山田工業㈱
　22－5332夜23－1618

ウェダ管工業㈱

　22－5223
京611－5127～9

1／1
宇治川工業所

　31－8688
㈱関口工業
　22－8338夜22－0694

㈱彩光設備
　44－5630夜45－0050

1／2
西田工業所

　31－8255

西岡工業㈱

　22－5551京,601－5331

㈱森工業所
　43－1474夜43－0891

1／3
南郷工業所

　21－2310

久保田工作所

　23－5561

朝日建設㈱

　21－2185

ビ
ニ
ー
ル
タ
巻
い
て
、

水
に
ぬ
れ

な
い
ぷ
つ
に
す
る
と
効
果
が
あ
り

未
罵
ま
た
、
寒
波
の
厳
し
い
夜
間

に
は
、
蛇
口
荒
貳
惑
け
て
水
を

た
β
し
て
お
く
と
、
凍
結
予
防
に

冬
の
健
康

過労を避け、睡眠を十分に
大
き
な
効
果
が
あ
皇
子
。

　
凍
っ
た
時
に
は
、
ぬ
る
ま
湯
を

ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
溶
か
し
で
Ｉ

だ
さ
い
。
熱
湯
で
は
管
が
割
れ
る

こ
と
が
あ
皇
子
。
（
水
道
部
）

　
温
度
に
気
を
付
け
る
。
血
圧
’

　
の
高
い
人
は
急
に
寒
い
と
こ

　
ろ
へ
出
な
い
。

Ｏ
風
邪
の
予
防
…
う
が
い
忿
す

　
る
。
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
ザ
は
、
手
を
通
じ
て
も
感
染

　
す
る
の
で
石
け
ん
と
流
水
で

　
手
牽
よ
ぐ
洗
う
。

Ｏ
風
邪
を
ひ
い
た
ら
・
・
卓
め
に

　
安
静
。
入
浴
、
喫
煙
は
控
え

　
る
。
栄
養
価
が
高
べ
消
化

　
の
良
い
も
の
衆
貫
べ
る
。
症

　
状
の
き
つ
い
場
合
は
、
早
め

　
に
医
師
に
か
か
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

お
知
ら
せ

　
工
業
統
計
調
査
に

　
ご
協
力
を

　
工
業
統
計
調
査
が
十
二
月
三
十

一
日
付
で
行
り
れ
ま
す
。

　
対
象
は
、
事
業
所
の
う
ち
製
造

業
に
属
す
る
事
業
所
で
す
。
こ
と

し
は
、
従
業
者
数
三
人
以
下
の
事

業
所
も
す
べ
て
調
査
の
対
象
に
な

っ
て
お
り
、
近
日
中
に
調
査
員
が

調
喜
男
記
入
依
頼
に
伺
い
毒
ｆ
ｙ
。

　
こ
の
調
査
は
、
通
商
産
業
省
が

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
全
国

の
製
造
業
の
姿
を
聊
り
ｙ
、
最
も

重
要
な
統
計
調
査
の
一
つ
で
、
都

市
の
開
発
計
回
や
各
種
製
品
の
生

産
、
販
売
計
画
か
立
て
る
場
合
な

ど
の
資
料
と
し
て
役
立
っ
て
い
ま

す
。

　
調
査
の
秘
密
は
厳
重
に
守
ら
れ
、

　
飲
酒
運
転
は

　
　
　
や
め
ま
し
よ
う

　
飲
酒
運
転
追
放
市
民
運
動
が
来

年
一
月
十
五
日
ま
で
実
施
鳶
笛

す
。
　
お
酒
蓼
飲
む
機
会
が
多
い
こ
の

ご
ろ
で
す
が
、
飲
酒
運
転
だ
け
は

や
め
て
も
６
い
た
い
も
の
で
す
。

被
害
者
・
加
害
者
と
も
に
悲
惨
な

結
果
が
待
ち
受
け
て
い
卓
子
。

　
た
と
え
少
量
で
も
「
飲
ん
だ
ら

統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
お

忙
し
い
中
で
す
か
、
調
査
票
に
は

有
り
の
ま
ま
を
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
<
ｎ
'
　
i
l
協
力
を
お
願
い

量
子
。
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　
1 2
月
は
固
定
資
産
税

　
第
３
期
分
の
納
期
月

　
今
月
は
、
固
定
資
産
税
第
３
期

分
の
納
期
月
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
へ
お
納

め
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
（
納
税
課
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
2
5
9
　
困
、
午
後

３
壁
Ｔ
４
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
・
・
・
ク
リ
ス

マ
ス
に
ち
な
ん
だ
読
み
聞
か
せ
、

紙
芝
居
な
ど
▼
対
象
・
：
幼
児
か
ら

小
学
校
低
学
年
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・

中
央
図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）

へ
。
参
加
は
無
料
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

乗
ら
な
い
」
強
い
望
心
欠

○
違
反
を
し
た
場
合

　
酒
酔
い
運
転
・
：
1
5
点
の
減
点
。

２
年
以
下
の
徴
役
吏
陛
、
５
万

円
以
下
の
罰
金
。

　
酒
気
帯
び
運
転
・
・
・
―
点
の
減
点
。

３
ヵ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、
３

万
円
以
下
の
罰
金
。

Ｏ
事
故
か
起
こ
し
た
場
合

　
更
に
、
堕
工
の
責
任
（
損
害

賠
償
等
）
が
問
わ
れ
毒
ｙ
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
収
課
）

仕
事
納
め
は
2
8
日
、
新
年
は
4
日
か
ら
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１
月
2
3
日
か
ら
受
け
付
け

　
昭
和
六
十
一
年
度
育
成
学
級
の

入
級
申
請
の
受
け
付
け
忿
行
い
ま

す
。

　
〈
申
し
込
み
が
出
来
る
人
〉

　
市
立
小
学
校
に
在
学
ず
る
一
年

生
か
ら
四
年
生
ま
で
の
児
童
の
う

ち
、
母
親
が
外
で
仕
事
を
し
て
い

た
り
病
気
な
ど
で
、
放
課
後
児
童

″
け
に
な
る
場
合
に
限
ひ
ま
す
。

〈
申
込
用
紙
と
必
妥
書
類
〉
。

▲仲間と過ごす放課後(貧道第二小･

　育成学級クリスマス会･59年12月)

　
新
春
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
6
1
年
１
月
３
日
図

午
前
９
時
半
に
宇
治
市
｛
所
前
に

集
合
▼
コ
ー
ス
…
宇
治
市
役
所
↓

横
島
堤
↓
桃
山
御
陵
↓
乃
木
神
社

　
（
解
散
）
の
約
８
＊
ｎ
°

　
〈
宇
治
市
歩
こ
う
会
〉

　
▼
と
き
・
：
6
1
年
１
月
1
2
日
間
、

午
前
８
時
半
に
市
民
会
館
前
集
合

▼
コ
ー
ス
・
・
・
市
民
会
館
↓
志
津
川

↓
二
尾
↓
立
木
観
音
（
解
散
）
の

1
7
‘
Ｅ
。
固
大
の
場
合
は
１
月
1
9
日

間
に
順
司

　
な
お
、
い
ず
れ
も
交
通
費
は
各

自
負
担
。
準
備
品
は
昼
食
・
雨
具
・

水
筒
な
べ
町
い
〈
お
せ
は
木
村

長
次
ポ
ん
（
き
⑩
3
6
3
3
）
へ
。

　
申
込
用
紙
は
、
各
小
学
校
の
育

成
学
級
婁
陛
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
で
お
渡
し
Ｌ
Ｘ
チ
。
申
請

に
は
、
母
親
の
在
職
証
明
書
な
ど

が
必
要
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

入
級
の
手
引
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

　
〈
申
請
受
付
日
と
場
所
〉

0
6
1
年
１
月
2
3
日
中
・
・
各
小
学
校

　
内
の
育
成
学
級
で
。
午
前
９
時

　
か
ら
正
午
ま
で
。

Ｏ
１
月
2
4
日
面
・
蓉
苗
・
：
教
育

　
委
員
ｍ
Ｍ
教
育
課
で
。
午
前

　
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

　
な
お
、
現
在
入
級
し
て
い
る
児

童
で
、
引
張
続
章
ハ
級
を
希
望
ず

る
人
も
申
請
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

宇
治
市
消
防
出
初
め
式

１
月
７
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
広
場
で

　
年
の
始
め
に
、
消
防
職
員
、
消
防

団
員
な
μ
清
防
関
係
者
が
集
ま
り
、

防
火
・
防
毘
錫
の
充
実
と
発
展

の
た
め
、
団
結
怠
獄
を
高
め
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
多
数
ご
観

覧
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
6
1
年
Ｌ
月
７
日
脚
、

午
前
1
0
時
～
正
午
▼
宇
治
市
文
化

セ
ン
タ
ー
運
動
広
場
（
臨
時
駐
車

場
）
▼
参
加
・
・
・
消
防
団
、
自
衛
消

防
隊
、
少
年
・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、

消
防
職
員
な
芦
約
六
百
人
▼
内
容

・
：
京
都
府
消
防
協
会
長
（
知
事
）

表
彰
旗
授
与
式
や
団
員
の
表
彰
、

訓
練
等
の
展
示
・
披
露
。
少
年
・

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
鼓
笛

隊
演
奏
。
な
お
、
当
日
の
午
前
８

時
半
に
、
消
防
団
員
を
召
集
す
る

サ
イ
レ
ン
牽
吹
鳴
し
柔
ｙ
。
火
事

と
間
違
え
な
い
ぶ
つ
ご
注
意
ぐ
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
当
日
の
出
初
め
式
開
催

中
は
、
臨
時
駐
車
場
が
使
用
出
来

ま
せ
ん
の
で
、
中
央
公
民
館
・
中

央
図
書
館
を
ご
利
用
の
人
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
柔
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

　
宇
治
市
成
人
式

　
新
成
人
べ
祝
い
励
ま
す
宇
治

市
成
人
式
を
開
き
ま
す
。

　
▼
と
き
…
6
1
年
１
月
1
5
日
㈲
、

午
後
１
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・

宏
雨
文
化
忿
哭
ホ
ー
ル
▼
対

京都府移動文化芸術劇場

･86

1月12日(日) PM2:00開演

宇治市文化会館大ホール

象
・
・
・
昭
和
4
0
年
４
月
２
日
か
ら
4
1

年
４
月
１
日
ま
で
に
皐
ま
右
だ
人

▼
内
容
…
式
典
。
講
演
（
「
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
に
か
け
昏
劣
青
春
」

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

金
メ
ダ
リ
ス
ト
・
半
田
百
合
子
さ

ん
）
。
特
別
企
画
（
恩
師
を
囲
む

ゲ
ー
ム
大
会
）
▼
主
催
・
・
・
早
治
市

成
人
式
実
行
委
員
会
・
市
教
育
委

員
会
。
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
農
業
委
員

　
選
挙
人
名
簿
の
調
整

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員

会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
の
調
整
を

毎
年
行
っ
て
い
ま
ず
。
本
年
度
も

※モーツァルト「アイネクライ

　ネ･ナハトムジーク」他2曲

一般3,000円

学生2,500円

昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
現
在
で
、

選
挙
人
名
簿
に
登
載
出
来
る
人
を

調
査
し
津
ｙ
。

　
登
載
申
請
が
出
来
る
の
は
、
①

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
次
れ
た
人
で
、
②
一
千
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
人
か
、
③
耕
作
し
て
い
る
人

と
同
居
の
親
茫
岨
偶
者
で
、
年

間
お
お
ひ
岳
〈
十
日
以
上
耕
作
に

従
事
す
る
人
で
す
。

　
申
請
用
紙
は
、
十
二
月
下
旬
に

各
農
家
へ
郵
送
し
乖
ゐ
で
、
来

年
一
月
十
日
ま
で
に
農
業
委
員
会

事
務
局
か
最
寄
り
の
農
協
各
支
店

へ
提
出
し
で
Ｉ
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
会

Ｂ
Ｈ
ｉ
Ｓ
局
へ
お
問
ｋ
Ｓ
せ
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
（
農
業
委
員
心
一
）

　
宇
治
・
城
陽
・
久
御
山

　
勤
労
者
囲
碁
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
6
1
年
Ｌ
月
2
6
日
面
、

午
前
９
時
半
受
け
付
け
、
1
0
時
に

開
始
▼
と
こ
ろ
・
・
・
府
立
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
参
加
資
格
・
・
・

字
治
市
、
城
陽
市
、
久
御
山
町
に

在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
動
労
者
▼

級
別
・
・
・
Å
級
（
―
段
以
占
、
Ｂ

級
（
初
段
１
３
級
）
、
Ｃ
級
（
４

″
Ｔ
９
級
）
▼
参
加
費
・
・
・
参
加
者

Ｌ
人
に
つ
き
千
二
百
円
▼
申
し
込

み
・
・
・
6
1
年
Ｌ
月
習
苗
午
前
中
ま

で
に
、
参
加
費
奮
匹
え
て
字
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
宇
治
里
尻
七

　
一
―
九
・
市
民
会
館
１
階
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
歴
史
資
料
館
・
企
画
展

　
「
山
あ
い
の
村
々
」

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
企
画
展
「
山

あ
い
の
村
々
」
－
近
世
・
笠
取
山

地
の
地
域
と
生
活
－
を
開
き
毒
ｙ
。

・
▼
と
き
・
：
6
1
年
１
月
７
日
㈹
～

３
月
3
0
日
面
、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
。
月
曜
・
祝
日
は
休
館
▼
と

こ
ろ
・
：
歴
史
資
料
館
▼
内
容
・
：
市

内
東
部
の
山
々
を
訪
ね
、
そ
こ
に

開
け
た
村
々
や
ハ
々
の
隻
苔
振

り
返
旦
手
］
。
明
治
初
期
に
作
成

さ
れ
た
各
村
々
の
絵
図
鴛
は
じ
め
、

江
戸
時
代
の
古
文
書
や
最
近
ま
で

使
用
さ
れ
て
い
た
山
仕
事
の
民
具

な
ど
の
展
示
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
歴

史
資
料
館
（
豊
⑩
1
3
1
1
）
へ
。

入
場
無
料
。
　
（
歴
史
資
料
館
）

　
１
月
の
社
会
保
険
相
談

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
6
1
年
１
月

1
0
9
　
宙
＝
小
倉
公
民
館
、
2
4
日
宙

＝
広
野
公
民
分
館
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
Ｌ
時
～
４
時
▼
内
容
・
・
・

年
金
や
健
康
保
険
の
仕
組
み
に
つ

い
て
の
相
談
。
（
保
険
年
金
課
）

市
長
が
年
頭
あ
い
さ
つ

１月１日午前9時55分

京都テレビ・34ch

　１月１日の元旦、午前９

時55分から５分間、京都テ

レビ（Ｕ Ｈ F34ch）で、池

本市長が年頭のあいさつを

行います。ぜひご覧くださ

い。　　　　　（広報課）
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市
民
ス
キ
ー
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
6
1
年
１
月
2
6
日
面
▼

と
こ
る
：
滋
賀
県
マ
キ
ノ
ス
キ
ー

市民体育のお知らせ

　　　●お問い合わせ

市民体育課a⑩3i4i

場
ｙ
定
員
・
・
・
2
2
5
人
（
先
着
順
）
▼

参
加
料
↓
ハ
人
二
千
八
百
円
、
子

″
に
石
二
千
三
百
円
▼
貸
し
ス
キ
ー

Ｔ
セ
″
ト
）
・
：
大
人
千
五
百
円
、

黄
檗
・
東
山
公
園

新
年
は
１
月
７
日
か
ら

　
黄
檗
・
東
山
公
園

　
新
年
は
１
月
７
日
か
ら

　
黄
聚
・
東
山
公
園
の
両
運
動
施

設
は
、
十
二
月
二
十
八
日
出
か
ら

翌
年
一
月
六
日
㈲
ま
で
休
み
ま
ず
。

新
年
は
一
月
七
日
か
ら
利
用
が
出

●
一
・
一
一
・
一
自
Ｉ
一
Ｉ
一
自
Ｉ
Ｉ
♂

豊
⑩
7
6
7
8
）
。
必
ず
運
動
靴

で
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
み
ん
な
で
走
ろ
う

　
健
康
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
6
1
年
Ｌ
月
1
5
日
㈲
、

午
前
１
時
～
９
時
5
0
分
に
驀
扮

け
（
雨
天
決
行
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
太

陽
が
丘
陸
上
競
技

場
▼
参
加
種
目
・

参
加
料
・
・
・
下
表
▼

参
加
資
格
・
：
小
学

生
以
上
で
、
各
自

健
康
診
断
夕
尋
け
、

走
る
こ
と
に
支
障

が
な
い
と
認
め
ら

れ
た
人
。
親
子
リ

レ
ー
の
親
は
、
父
・

母
い
ず
れ
で
も
可
、

子
は
小
学
校
４
年

仇
以
下
▼
申
し
込
み
・
：
1
2
月
2
5
日

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
（
学

校
名
・
学
年
）
、
電
話
番
号
、
参

加
種
目
か
明
記
の
上
、
広
野
町
八

軒
屋
谷
１
、
山
城
総
合
運
動
公
園

管
理
事
務
所
（
豊
＠
1
3
1
3
）

へ
。

健康ランニング大会(種目･参加料)

種別 参加料 性別
A5*. B3゛. C2゛.

小学生 ３００
　　円

男 - ○ Ｏ

女 - ○ ○

中学生 4 0 0
　　円

男 ○ ○ -

女 - ○ ○

一般 ７００
　　円

男 ○ ○ -

女 ○ ○ ○

ｍ ３００
　　円

男 ○ ○ ○

女 - ○ ○
親・子

リレー
８００
　　円

男

女

親(1.7キロ）

子(1.3キロ）
小学校４年生以下

新春番組 r↑

中
学
生
千
三
百
円
、
子
芦
も
千
二

百
円
▼
主
催
・
・
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会
▼
申
し
込
み
・
：
6
1
年
１

月
1
4
日
ま
で
に
、
参
加
料
か
添
え

て
市
民
体
育
課
へ
。

　
新
春
手
づ
く
り

　
た
こ
あ
げ
大
会

　
▼
と
章
・
・
6
1
年
Ｌ
月
５
日
面
、

正
午
Ｌ
午
後
Ｌ
時
に
澪
科
け
（

雨
天
中
止
）
▼
と
こ
ろ
・
・
太
陽
が

＼
ｔ
Ｋ
ｃ
ｏ
.
４
野
球
場
▼
参
加
規
定

・
・
・
吏
つ
く
り
の
た
こ
で
あ
る
こ
と

（
市
販
た
こ
は
失
格
）
。
た
こ
足
、

糸
は
自
由
▼
審
査
・
・
・
図
柄
、
舞
い

上
が
っ
た
高
さ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
優

秀
作
品
に
賞
夕
授
与
、
特
別
賞
も

あ
り
ま
ず
▼
参
加
方
法
…
当
日
受

け
付
け
。
だ
れ
で
も
参
加
出
来
ま

す
▼
問
い
令
口
せ
・
・
・
太
陽
が
丘
（

6
1
年
度
　
育
成
学
級
の
入
級
申

請
新春行事のお知らせ

　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●14日（木幡公民分館10時40分発、小

　倉公民館10時50分発、旦椋公会堂11

　時10分発、宇治保健所11時30分着）。

　毎週月曜日（9時～10時半）に宇治

　保健所でも実施。

　　相談あんない

●移動市民相談（29日、中ノ田集会所

　13時半~16時）。｀

●青少年相lil!

(17日、市民会館13時～

　16時）青少年の悩みなど。

●京都府交通事故巡回相談（8、22日

　京都府宇治地方振興局a@2049,

9

　時～16時1

移
動
図
書
館

ベルリン・フィル八重奏団

問い合わせ言文化センター電話202111

衛生・相談・移動図書館（61年1月分）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程
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燃
え
る
ゴ
ミ
2
8
・
2
9
・
3
0
日
は
毎
日
収
集

6
1
年
1
月
分

年末年始の特別収集

し尿特別収集

特別収集期間

12/24～1/11

▼
燃
え
る
ゴ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
仙
郷
山
埋
立
処
分
地

　
1
2
月
2
5
ｔ
ｎ
か
ら
3
0
日
ま
で
、
燃
　
　
仙
郷
山
埋
立
机
分
地
は
、
1
2
月

え
る
ゴ
ミ
の
年
末
特
別
収
集
体
制
　
2
9
ぽ
面
午
後
４
時
ま
で
（
た
だ
し
、

に
入
り
ま
す
。
な
お
、
１
９
一
月
2
8
日
　
正
Ｔ
午
後
Ｌ
時
ま
で
休
み
）
苗

…
口
、
2
9
日
面
、
3
0
日
側
は
曜
日
収
　
務
奎
行
っ
て
い
未
了
。
年
末
は
混

集
に
か
か
わ
作
、
市
内
全
域
　
ｙ
の
で
、
早
め
に
持
ち
沃

　
（
炭
山
・
笠
取
山
間
部
忿
除
ぐ
）
　
　
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
車
の
荷
台
に
吐

を
毎
日
収
集
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
シ
ー
ト
か
か
ぶ
せ
、
ゴ
ミ
が
飛
散

　
新
年
は
、
１
月
４
日
出
か
ら
平
　
し
な
い
ぶ
り
に
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

常
ど
お
ぴ
収
集
し
濠
ｙ
。
現
在
、
　
新
年
は
１
月
４
日
出
か
ら
開
始
。

午
前
・
午
後
の
収
集
地
区
に
分
か
　
▼
臨
時
ゴ
゛
｀
一
有
料
ゴ
ミ

れ
て
い
乖
か
、
年
末
年
始
の
間
　
　
絹
天
ゴ
ミ
、
一
時
に
多
量
に
川

　
（
1
2
／
2
5
L
夕
1
0
）
は
、
必
ず
　
た
ゴ
々
－
は
、
有
料
で
収
集
１
　
　
示
ｆ

午
前
９
時
ま
で
に
ゴ
ミ
を
定
点
に
　
年
内
の
処
理
か
希
望
さ
れ
る
場
島

出
し
で
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
は
、
必
ず
1
2
月
2
5
m
g
ま
で
に
浩

▼
燃
え
な
い
ゴ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
掃
事
務
所
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ

　
　
「
市
政
だ
よ
り
」
1
2
月
１
日
号
　
申
し
込
み
鴛
料
金
は
か
さ
に
宍

と
本
号
に
掲
載
し
て
い
ま
ず
。
　
　
じ
て
、
変
り
り
未
了
。

ゴ
ミ
特
別
収
集

年末年始の

し尿収集日程について

燃えないゴミ収集日程表（市役所消掃事務所電話22－3141）
し尿収集日程表（城南衛生管理組合電話075－631－5171）
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